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かまどスツール
オーベルグランディオ千住大橋エアーズ▲

東京都足立区
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トイレスツール
すくすく泉公園▲

東京都武蔵野市
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地下収納式トイレ
下連雀六丁目防災広場▲

東京都三鷹市
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防災シェルター／収納ベンチ
丸山公園▲

千葉県船橋市
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防災手足洗い場
江川総合運動場▲

千葉県木更津市

防災設備の充実は、誰もが安心して暮
らせるまちづくりのために欠かせません。
サカヱの防災製品の設置・導入実績も
年々増加しています。

まちづくりのために災害時に強い
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避難活動時も、温かい食事の提供や
寒い時に身体を温めることができます。

かまどベンチ

実施例

ふだんは「ベンチ」、非常時は「かまど」いつでも頼もしい「かまどベンチ」。
座板には 耐久性に優れた合成木材を採用 しています。

Sウッド（合成木材）
鋼材／カチオン電着、粉体塗装仕上
本石（火山岩）
ステンレス

座 　 板

金 　 物

　 脚 　

か ま ど

かまどの組立手順

Bench

「かまど」の躯体には 熱に強い火山岩 を使用しているので、コンクリート躯体や擬石で
生じやすい熱によるひび割れの発生を防ぐことができます。
火床下に空間を設けているので、燃焼効率の良い強い火力を得ることができます。 
※水 40ℓ（豚汁約 130人分）が沸騰するまで 1時間程度かかります。
（気温や燃料、調理の際の具材により調理時間は変わります。）

天端グリルはメッシュ形状なので、鍋を置いた時に安定して安心です。

取り外したベンチも、ベンチや物置台として利用することができます。
燃焼が絡む場所にはステンレスを使用しているので、メッキや塗装などが燃焼される時に生じる
有毒なガス等が出ることがなく安全です。

側面内側の南京錠を開錠します。 側面 4本のボルトを外します。

ベンチを持ち上げる要領で取り外します。 座板下部に収納されている風防金物、火床金物を取り外します。

風防金物、火床金物を所定の位置にセットします。 取り外したベンチもベンチや物置台として利用することが
できます。
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テント付パーゴラ

収納縁台

本パーゴラは使用部材の品質・耐久性を高めることにより製品の長寿命化を実現しています。
美観の維持とメンテナンスの簡略化を同時に備え、長期にわたって地域の人々に活用され根付い
ていくことを目指した製品です。

縁台2基でパーゴラ1棟分のテント収納スペースを確保している収納縁台です。
アンカー固定式なので非常時の際はパーゴラ下部から取り外してパーゴラ内部を有効に活用すること
もできます。

テントの設営に際しては、設営手順書を納
品時に添付しています。設営手順書に沿っ
た作業と設営用の備品を使用することで、
特別な技術や知識
がなくても安全に
テントの設営を行
うことができます。

側面のボルトを外して座板と鋼板蓋を取り外してテント
が収納されている袋を取り出します。

アインスーパーウッド
廃木材と廃プラ材を混合成形した再生木材
で、高品質の木質感を有しています。腐朽す
ることもなく長期間にわたって安定した品質を
確保し、製品の長寿命化の一端を担います。

擬石遠心柱（ネオブラック）
サカヱの擬石遠心柱は、遠心成形によって高強度を
実現しています。外観に関しても、遠心力により種
石が均一に現れ美観が高まります。さらに仕上げとし
て柱の表面に撥水処理を施して品質を高めています。

鋼材部（溶融亜鉛メッキ下地）
パーゴラで使用している鋼材には「保護酸化
皮膜作用」と「犠牲防食作用」という特長を
有した溶融亜鉛メッキ下地を施して鋼材部の
耐久性を格段に高めています。

非常用テント
テント倉庫用として使用されることが多い材料で、非
常時の用途に対する強度や品質を十分確保した膜材
です。防炎 2級合格品で、両面に塩化ビニルコーティ
ングを施してさらに耐候性を高めています。

アインスーパーウッド（再生木材）／保護塗料塗布
鋼材／溶融亜鉛メッキ下地、合成樹脂塗装仕上
擬石遠心柱（ネオブラック）／ビシャン仕上、一部研磨仕上
ポリエステル樹脂／両面塩化ビニルコーティング、防炎 2級合格品

ルーバー

梁 ・ 桁

　 柱 　

テ ン ト

非常用テントの設営手順

Pergola

より長寿命・より高品質を実現 する、
「こだわりの素材」を採用しています。

Sウッド（合成木材）
鋼材／亜鉛メッキ下地、合成樹脂塗装仕上

座 　 板

脚・金 物

分かりやすい手順書付

屋根膜をかぶせてロープや棒で軽く整える。

側面膜を1枚ずつ梁沿いの鋼管に取付けていく。 側面膜どうしを固定して設営完了。

導入前 プランに応じて、製品説明・設置例などの提案資料、住民説明用資料を
作成します。

提案資料作成

サカヱのサポート
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●3本のロープを引っ張って屋根膜を引き上げます。ロープと反対側からは膜を押し上げるイメージで支えます。

●膜が引っかかったり滑りにくい場合は突上げ棒で補助的に下から持ち上げると膜を移動しやすくなります。

●万一屋根膜に極端なたわみやしわが出た場合には突上げ棒で下から調整して下さい。

注）テントの設営は基本的に屋根の上に登らなくても取り付けられる仕様となっています。危険ですので原則として

　　屋根の上に登っての取り付け作業はおやめください。

3. 屋根膜の取り付け

●上図のように各側面膜を順次取り付けます。（②～⑤の取り付ける順番と場所に関してはどのように付けても実際

　は問題有りませんが、取り付ける場所は入口をどちらにするか確認の上、取り付けて下さい。）

●各側面膜には内側にシールを貼ってあります。シールの貼付面が内側になるように取り付けてください。

●側面膜を取り付けるにあたって、脚立に上って1枚あたりの両端と中央部のひもを先に丸鋼に結び、追って順次他

　のひもを丸鋼に結んでいくと作業がしやすくなります。

●同時に屋根膜のひもを丸鋼に順次結んで固定します。

●引き上げ用ロープの結び目をほどいて3本とも取り外します。

4. 屋根膜の固定および各側面膜の取り付け

ロープを引っ張って屋根膜を引
き上げます。

ロープの引っぱりと同時に突上
げ棒で下から持ち上げながら作
業すると移動しやすくなりま
す。

脚立に上って桁外周部の丸鋼に
ひもを結んでいきます。

シールを貼っている面が内側に
向くよう取り付けてください。

P3

※写真は参考です。

※写真は参考です。

ロープを引っ張って
屋根膜を引き上げる

押し上げるように
支える
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　桁側  側面膜
　開口部あり

シール貼付面が内側

入口側

⑤ ③

④

② ※②と③は同形状

①屋根膜
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製品紹介

設営手順書の作成

設営デモンストレーション

▼ 設営デモンストレーションの様子

▼ 設営手順書

▼ 住民説明

住民説明

必ずお読み下さい
この取扱い説明書には仮設テントの設営に伴う手順や重要な注意事項な
どが明記されておりますので、作業前に必ず内容をご確認くださいます
ようお願いいたします。

非常時用仮設テント　設営手順説明書

本社　〒 181-0004　東京都三鷹市新川 4-7-19

TEL  0422-47-5981 / FAX  0422-49-2122

BDT-2SAE     2015.05

導入時サカヱのサポート
ご要望に応じて、施主、居住者並びに近隣住民の方々に非常時における、
設営デモンストレーションを行います。

http://sakae-kk.com/products/saigai/index.html



